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このたびは本品をお買いあばいたださ 
まことにありがとラございます。 

♦ご使用になる前に、必ずこの「取扱 
説明書」をよくお読みいただき、正 
しく使用してください。 

この r 取扱説明書」は、保訝書と共 
に大切に保管しておいてください。 

♦取扱説明書を紛失された場をは、お 
質上げの販売店にご相談ください。 



•巧をのために必ずお守りください . 1〜3 

♦使用する場所 . .4 

♦各部のなまえ . 4 

•使巧前の準備 

ス I ブを取り出す . 巳〜巨 

燃料 . 己〜6 

給油のしかに . 7 

•使いかた 

点火のしかた . 8 

がの調節のしかた . 9 

消火のしかた . 9 

巧震自動消乂装置 . 10 

♦点検-手入れ . 10—1 1 

♦故障’異常の見分けかたと処置方法 . 12 
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女!壬のにのに必ずお守 0< v だでい 


•お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品をま全に正しく使用するために、おずお守りいた 
だくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤った使いかたをしたときに生じる危害や損害の程度を次の表おで区分し、説明していまず。 

A t ^ RArnAMnpp '^ 1この表示を無視して、誤った取扳いをずると、人び死 t 、 重傷を負ラ危険、ま 
一に| ) 巧、^>"\|\»じこロノ たは火災の危驗が差し迫って生じる ことび想定される巧容を示していまず。 

A ^とヒ/ \/\/ ADIVM へ IP 、 この表示をお視して、誤った取扱いをずると、人び死た:、重傷を負5可能性、 

心^言ロパ VA \ ruMii \ iuj または火災の可能性び想定される内容 を示しています。 ____ 

A ご そ胃 /^ OAI ITin へ I 、 この表示を無視して、誤った取披いをずると、人が傷害を負う可能性や物的損 

王 思、 レ MU I IUIM ； 害の発生び想定される内容をおしています。 


お守 D いただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


Q® ® ® 

この絵表示は、 r 禁止」さ 
れている内容です。 

o© 

この絵表示は、必ずして 
しすこだく r 指示 J 巧容です。 


A 


この絵表示は、 r ま意」して 
いただ < 内容です。 



•説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤0な< 正しくお 
使いいただくための内容び記載されています。 


么危険 ( DANGER ) 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソ1」ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 
少量の混入でを、火災の原因になります。 




\ A 警告 (WARNING) ' 

1* 換気必要] 

• 換気せずに使用しつづけないでください。 

酸素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素などび発生して中毒になるおそれびあります。 

• 使用中は必ず1時間に1〜2回 （1 〜2分)換気して、新鮮な空気を補給してください。 
窓の凍結、地下室など換気が充分におこなえない場所では、使用しないで<ださい。 

顯 

© 

換気 

1★スプレー伍厳禁) 

スフレーちや力たットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置しないでください。 
熱で伍の圧力び上がり、爆発し、危険です。 

鸟 

# 

0 

禁止 

「★方ーテン、可燃物近接厳禁1 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは、使用しないで<ださい。 

ス1-ープの前に可燃物を置かないでください。 

ストーブの熱気で着火して、火災の原因になります。 

觀 

0 

禁止 

库巧;員を乾燥厳禁1 

衣類などの乾燥には使巧しないでください。 

乾燥ずるとス1-ープの熱気でゆれて落下し、义ぶの原因になりまず。 

載 

0 

禁止 

1*寝る^き消垄] t 

寝るとさやが出ずるとさは、必ず消火し、火び消えていることを確認して<ださい。 
予想しない事故び発生ずるおそれびありまず。 

调! 

〇 

消火 

[^撒啡き增^^] 

給油は、必ず消火し、ス1 ブの溫度び充分に下がってからおこなって<ださい。 

乂災の原因になりまず。 


〇 

消火 

居可燃哇ガみま用厳琴1 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスが発生するをの（ガソリン、ベンジン、シ 
ンナ ー） や、スプレーを使用しないで<ださい。 

乂災や故障の原因にな0ます。 


0 

使用禁止 


[全やか / u のせ寧止 I 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によって、やかんの落下や、やかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあ 
0ます。 



0 


禁止 







A 警告 (WARNING) 


み趣!蛹圏 

合油は確実に締めてください。 

給油ロロ金を下にして、巧漏れがないことを確かめてください。 

給油□□金を斜めに締めたりすると、簡単に総由□□金びはずれて、义災の原因になります。 
•油タンクから油び漏れる状態では絶巧に使用しないで < ださい。义災の原因にな0まず。 




么ま意に AUTION) 


I ★居室内給油禁止 J 

給油は、がず火の気のないところでおこなってください。 

义災のおそれびありまず。 

I 本蠢曾灯油禁止 I —— ^ 

変質な油（持ち越したな油など）、不純む油（口油ががの油-水.ごみが混入した口油など）を使用しな 
いで <ださい。 

異常燃焼や故障（しんび下がらない、点火でさない、火が消えない）の原因になります。 

I ★燃焼中移動禁止1 域 

火のついたまま持ち運は"ないでください。 

やけどのおそれびあります。また、転倒すると火がになるおそれびあります。 

I ★疼 ir ^ -寧搬ずる占丢るま意] 

•ス I ''ーブを移動ずる場合は、必ず消火し、ストーブの温度が充分に下がってから、油タンクを取り出 
し、傾けないよラに静かに移動して < ださい。 

•修理•引越しなどで、ストーブを運搬される場合は、電池ケースか5乾電池をおりはずして、油タン 

クを取り出し、油受けざらの打油を必ず抜いてください。 

運搬の途中に灯油びこぼれて、周囲を巧すおそれびあります。 

• • .. - •. ••• — • . • 

I ★■異常時使 届 禁止'! 

におい、ずすの発生、がの色など異常燃焼を起こしたとさは、使用しないでください。 SEt 己 k 
緊急の場合でちあわてずに、しんを下げて消义してください。 が 

_ — _ _ こ 。。。 I 

I ★燃焼筒おガお割わ使苗禁止 J 

燃焼筒のが筒（ガラス）び欠けたり、割れて破損したままの状態では、絶対に使用しないで<ださい。 
異寓燃焼を起こした D 、 ずすび発生するおそれがあります。 

I * 正常燃焼の谭認 I 

燃焼中は時々がを見て、正常燃焼していることを確かめて<ださい。 

しんび上びりすざたり、燃焼筒びずれていると、異常燃焼やすす、ミ由煙の発生原因にな0ます。 


I ★高温部接触禁止） 

燃焼中や消火直後は、高遍部、天板（ストーブの上面）やガードに手などふれないよラ 
ま意してください。 

やけどのおそれびあります。 


§ 

0 

禁止 

0 

禁止 

〇 

指示 

0 

使用禁止 

0 

使用禁止 

〇 




I ★ふく射熱に長時間あを5夕い I F 

ストーブの間近でみく射熱に長時間あたりつづけると、 i を温やけどや脱水症がになるおそ4= 
れびあります。 づ^ 

とくに、かいお子様やお年寄り、体の不宫由な方や;^の方などの暖房口が5分に注意してくださし、。 

虹麦な-知除去 I 

反射ネ瓦置台、製品内部のほこりをとさどを隙去して<ださい。 

前板の下から燃焼用空気を吸い込みますので、紙、ビニー•ルなどを入れないよラに注意してくださし、。 
ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼や火災の原因になります。 


(S) 

接触禁止 

A 

やけど注意 

な 


I ★巧扉自動消义装作動確認！ 

使用開始時と、使南中は1箇月に]回政上、対震自動消义装置を作動させて確実に消火ずることを確か 
めてくださし、。 

確実に消义しないとさは使用しないで、すぐに修理してくだホい。 


〇 









ミ全のために必ずお守りください 


A 注意に AUTION) 


[■★全屯を鄙品の使用 I 

しんなどの部品は、必ずトヨス I —ブ純正部品（指定された部品）を使用してください。 

純正部品を使用しないと、ストーブの性能を損なラばかりでな<、故障やそ想しない事故び発生するお 
それびあります。 


I ★ 分 解修理 - 改造の禁止 I 

故障、破損したら使巧しないでください。 

ストーブは絶対に改造して使用しないで<ださい。 

不完全な修理や改造は危険でず。 

岳醉媒 r 肅臭フイルター使巧禁止 I 

巿販の舰媒や脱臭フイルターをス I -ーブに取り付けた0、燃焼筒の上にのせたりしないでください。 

異萬燃焼や火災の原因になりまず。 

1 ★おを 1 菜やお年寄 D のご使用にま哥 

お子様やお年寄り、体の不自由なちがお使いになる場合は、ス I -ープの取扱い、部屋の換気、高溫部へ 
の接触によるやけど、低温やけどや脱水症状などについて周囲の人が巧分にミ主意してください。 

斥悚曽畴にしていただ 

• 長期間使用しないとを又は保管ずるとをは、必ず) a 油を抜いて、電池ケースから乾電池を取りはずしてください。 
傾けたり、横倒しの状態では保管しないでくだごい。 

乂がのおそれびあります。 

• しんの手入れ（から焼きク U —ニング）は、風びあたる場所ではおこなわないでくださし、。 

火災のおそれぴあります。 

踊葉す _ るよ哥 

ストーブを廃棄処分するとさは、必ず油タンク、油受けざら内のな油を抜を取 D 、 電池ケースから乾電 
池を取りはずしてください。 （14 ページ参照） 

'な油や乾電池び入ったまま廃棄すると U サイクルの際、予想しない事故が発生するおそれがありまず。 

路る場所巧ま使用リ 

火がや予想でさない事故や故障の原因になります。 ぐ廚みあたる場所、部屋を出-天己、—屋が 

(水平でない場所、不ま定な場所） •風のあたる場所や屋がでは使巧しないで 

• 傾斜した場所や振動の激しいところでは、使巧しなし、で 居就。—轉巧ち皂野ずゾ!乾機の排 

くだ 7 V い。 れ当た b ないよつま意してください。 

が震白動消乂装置び誤作動することがぉ0ます。 • 部59里全口珪基主？？る榻巧、人 2' 

• しっかりしたじょうぶな床面で使用してください。 台がで使さすると、転倒して事 i 

• 移動車両の中や、不安定な台の上で使用しないで<ださ なむそれかを0ます。 

し、。転落 したり、 火淵こなるぉそれがあります。 (不就な柄吞兩た棚 f なが） 

(暖炉などスト-ブか囲抓る場巧） • 落下物 I こより火が古語痛それびあ卜 

• 民转裝たこ入れての使用など、特殊な使ぃ方をしな顧福 雨たる福 、-羅福な: 

火災の原因になります。 • 異常燃焼を起こすおそれびありまず。 

( 阮-り 赢をて、藏斤) •油タ ンクのり油が 絲れ邮火災のおう 

• 粉類や繊維を取扱ラ请所や温室.養鶏塌など、塵やほこ r 可燃性ガスの発をずる場巧、または 

りのをい場巧では使用しないでください。 • 爆発や乂災の原因になります。 

燃焼用空気（酸素）を取り入れる箇所び目づまりが態に —一----- 

なり、異常燃焼を起こすおそれびあります。 (理•美容院、ク U — ニンク店なとスプレーや化导 

( 温室 .: 飼育室ななの。 _ なし、場所） * 藻讀爲拉究 |2 气 £ し'ガ琴 

•使用穏境の蜜化で、予測しなし、事故が発生ずるぉそれが 蠢範器雲すし。金属力 

あ0ます。 


〇 

一指示 

分解禁止 

0 

使用禁止 

4 

〇 

〇 

JbTH 

0 

使用禁止 


• 風のあたる場巧や屋がでは使巧しないでく使用經 It 
ださい。炎び出て危険です。掃除機の排気 
び当たらないよラを意してください。 

• 部屋の出入□など人の通る場所、人びぶつかったりつ 
まずく場所で使用すると、転倒して事あや火災び起き 
るおそれがあ0ます。 

( 不を定 な柄巷を百た棚を芒面ド） 

• 落下物により火がび起きるおそれびありまず。 

C 皂射日光の あたる場所 、~ 面 高。場 雨) 

• 異常燃焼を起こすおそれびありまず。 ' 

•ミ由タンクの巧油があ&れ出て火災のおそれびありまず。 

r 奇燃性万支ち晃まずる場所、または忘票ミ場兩 ） 

• 爆発や火災の原因になります。 

(理•美容院可戸云巧廟巧元二向睹蠢雨原 i 南) 

•化学襲品びストーブの熱で変化し、器具の故障や、腐 
食せガスの発生により金属•鏡-ガラスなどを傷める 
原因とな0ます。 


由可燃物(木壁、合 板、ふず まなど）との距離を離ず1 

•ス I -ープから可燃物との距離は、ち図の指定政上の距離を保つよラ 
にしてください。 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m が上あけてください。 

• 上方の棚などからの落下物びないよラにしてください。 

• カーテンなどびストーブにみれないよラにして<ださい。 

•家具などからはち図の指定 iU 上の距離をとってください。 

[熱で変あや変色、自然発火することびあります。） 


〇 











構造図 


点义装因 カバー 


しん調節器 


••’ \ f ‘ 


が筒 
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心 ^ 
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しん保持简 


トヨ耐熱しん 
第129種 


しん調節器 
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しん亲巧筒 
油受けざ6ク 


点义ヒーター 

泣を痛义ヒ ーター 
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点乂装围 



タイドビン 


% ミ由タンク 

にぼ打ま栓付） 

IL ミ由里計 

yi — 


W 給油口□金 


油受け 


巧漂自動消乂装置 


/ハンドルジク\ \ 

親 巧部ノ - \レンヶッバン 

- ごま意-=- 

耐熱しんに、灯油 夕燃ぇ巧 ず(夕ール）がを量に付着しますと、しんび下びらなくなったり点乂しにくくなったり 
しまず。14ページ 1保管 I S しんの手入れをずるを参照して、しんのから焼をクリー ニン グをしてください。 



操作部 






~ mMSL % 消火 


点义ボタン 



SAS 火位 ■ 
(巧火 K ■セブト） 



しん調節つまみ 


n 部のなまス 


L ホ効果的_に使用ずるをめに J 

• か気に接する窓の下や壁面など、冷気の入って < る場所にストーブを置くと、冷気びス1 -- ブで 
暖められて上昇巧流しますので、お部屋の温度のムラびみなくな D 、 効果的な暖房びできます。 
(ただし、部屋の出入□や人の通る場所、風のあたる場所、可燃物のそばには置かないで<ださし、。) 
• お部屋の空気をヴーキユレータなどで対流させますと、お部屋の湿度のムラびよりみなくなり、 
効果的に暖房びでさます> (このとをストープには直接風をあてないでください。） 


使用ずる場所 


]• 打油の廃棄処分は、灯油をお買上げになった販売店にご相談ください。 


★な油の 


お願い （ NOTICE) 











使用前の準備 


トーブを取り出ず 


1 包装箱に表示してある「包装の内容」をごらんになつ 
I たうえで、包装箱から包装材を取り除き、製品を傷 
付けないよラに取り出して < ださい。 

ぐ -お願い- X 

包装がは可燃物でずか5、おず取り除いてください。 


2 ガードのも下ず办を少し持ち上げて手前に引き、ガ 
ー ドを開けてください。 


燃焼筒を納めている包装材を取り除き、燃焼筒を取 
D 出して < ださい。 

•包装材の巧に指を入れ、内側におり曲げてある部 
分（凹部）を引さ出し、包装材を下へ下げて、燃焼 
筒を取り出してください。 




包装材 
(ダンボール） 



d 反射板固定巧のテープをおりはずしてください。 


参)燃料は灯袖 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 
旁)密質'灯油、不純灯油は絶巧に使用しないでください。 


[★ガソ U ン使用禁止 I 

A ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 

I /、 •■，‘I •，一 _1^ 


少量の混入でち、火がの原因になります< 


•誤ってガソリンなどの燃料を使用したことびじかったとを 
はあわてずに、緊急消火ボタンを押して消火してください。 
•変質な油(持ち越した巧油など)、不純灯油け了油しがが D 油-水. 
ごみび混入した灯油など）は、絶対に使用しないでください。 
異常燃焼や故障の原因になります。 

• 市販されている助燃剤（添加剤）は使用しないで < ださし、。 

異常燃焼を起こすおそれびあ0ます。 




灯油とガソ U ンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹をかけます 
(火の気のない所でおこなつてください。） 

〇む油 T X ガソ U ン 




(菊)口油の保管のしかた 

•の■油は必ず火気、雨水、ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保管してください。 

•な油の容器は専用のされいな容器を 
使用してください。また巧油容器は _ 

必ず JIS 認定品で色つさの灯油専巧 
容器を使巧してください。 

• 灯油の容器內の巧油びかないと温度変化に 
よ0結露して水びたまることがあります。 

• ドラムちなどで、長期間大量に保管し 
ないでください。 I — — 

•お子様の手のとどかない巧に保管してくださし、。 


( 変質な油とは） 

•ちい巧油。（ひと夏持ち越した巧油） 
•長期間、日光の当たる場所や、温度の 
高い場巧に保管した灯油。 

•容器のふたび開けてあったり、乳白色 
の容器で保管した灯油は変質しやすい。 
•変質のひどいをのは黄色昧をおびたり、 
すっぱいにおいびします。 

•変質を防ぐため巧;'由は翌シーズンに持 
ち越さないよラにしてください。 


0 




^れたままです。__ [ ずぐに乾いてしまいまず。 

良い保管 r 悪い保管 

直射曰光、雨水び当たらず、直射曰光、雨水の当たるベ 
火気のない;令脂巧へ保管ランダなど、室列の保管 



0 



不純灯油とは： ） 

巧油が外の油（ガソリン、シンナー、天 


0 

禁止 









燃焼筒をセツトずる 


燃焼筒をしん調節器の上に正しくセツトして<ださ 



2 燃焼筒つまみを左ちに2〜3回動かし、燃焼筒び正 
しくセツトされているか確かめてくださし、。 


.. . I 

端 




3 ガードを、もとの位置に斑じてください。 


乾電池を取り付ける 


>乾電池は別売です。 

>市販の単一形乾電池 （2 個）を購入の上、本体後側の電池 
ケースに、 ©<9 を正しく合わせて入れてください。 


をりり 


•新しい乾電池と古い乾電池、種類の違ラ乾電池を混ぜて 
使用しますと、点火でさなかったり、点乂しにくくなっ 
たり、液漏れや破裂する原因になります。 

. -お願い- N 

製品の輸送中に生じた别筒(ガラス）の破損、燃焼筒の変 
お、ねじのゆるみや、はずれなどがないか調べてください。 


変質な油-不純口油の見分けかた コッブに水を入れ、次に巧油を入れて背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら正常。 



かしでを色びついていた5使用しない。•変質口油や不純巧油の見分けかた 

___ はたいへん難しいので、メーカー 

/ •クド /CN のはつきりしない灯油は使用しな 

、 1 X 1 いでください。 


0 

使用禁止 


変質なミをや不純灯油を使用ずると 


万一変質巧袖や不純なミ由を使ったとをの処置のしかた 


’変質灯油や不純な油を使用しまずと、しんにを 
置のタールびたまり、しんの先端び固くなった 
り、点火しにくくなったり、しんび上下しにく 
くなったり、がが大きくならなくなったり、激 
しいにおいがしたりしまず。 

また、增义暖にしんび下び5ず义が消えなくな 
りまず。 

’ボした灯油を使用しますと、しんび上下 
しにくくなったり、油タンクに灯油び巧ってい 
てを炎びルさくなり、異常燃焼を超こして激し 
いにおいがした0、火が消えたりします。 

’ガソリン、シンナーなど、揮発性の高いちのび 
混入した巧油を使用しますと、义災の原因にな 
0ます。 



油タンクや油受けざら巧の悪い打油を抜を取 
り、良質のな油で内部を2〜3回洗浄してから 
良質の好油に入れ替えてください。（悪い巧油 
が残っていると再発します。） 

14ぺージ rwi 已しんの手入れをするを見 
て、しんの先端の固くなっている部分を、ラ 
ジオペンチなどで軽くつぶしてから、 から'統 
きク u — ニングをおこなってください。（かが 
を量に混入した場合は、しんを取り替えてく 
ださい。） 

しんの手入れをおこなつてち効果のないとを 
や、水びを量に混入している場合は、しんを 
取り醬えてくださし、。 

しんの取替えは、販売店までお問い合わせく 
ださい。 


-お願い- 

変質む油や不純な油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となりまず。 










促用刖 w 罕丽 


•ストーフを使用するとをは、とをどさ油量計を見て、灯油があるかどラか確認し、巧油びなくなる前に給油してください。 
■給油のめやすは、灯油び油量計の下部（ち図参照）まで減りました6消火して、給油してください。 


油量計 


な油 I 
の位置 I 



1 油タンクを取り出ず。 な 、、、、 h 給油口 

•油タンクをおり出し、給油□口 / J 4 L °ち、/^ 

金を、左「〇」に回して取り ▲ つ\ ^ ^ 

はずしてくだごし、。 I ミ-- グ^ 

•給油ロロ金を取りはずす前に、 J ° を！! l / Y 祈'7^^ 

先端の弁部を巧すと、給油ロロ j 

金び開けやすくなります。 一一 —[ j ^ 

2 油量計を見なが6給油する。 

•巿販の給ミ由ポンプの先端をジャバラの手前まで差し込んで、油量計を見なびら 
給油してください。（ホースが抜けないよラにま意しなびら給油してください。） 
•丹油は、油墨計のほぼ上部（ち図の如給油位置）まで給油して<ださい。 

入れ過ぎますと、あ成れ出ることがあ0ますので充分にを意してください。 

广 -お願い- 

•油タンクの中にある「こぼれま栓」の弁が、給油口の近くまで上びって 
いるときは、弁を下へ巧し下げてください。 

•ミ由タンクの中にある「こぼれま拴」は、給油□□金びはずれたとさに、 

油漏れを防ぐ装置でずので、取りはずさないでください。 

J 

3 給油□□金をち「〇」に回して、しっかり締める。 


こぼむま检 
\弁/ 



給油□□金 



•油タンクから油び漏れる状態で使用しないでください。 
乂災のおそれびあります。 

•同時にを数の油タンクに給油する場合は、類似している給油 
□ □金びあ D ますので、間違えないぶラにして<ださい。 
油び出なくなったり、故障の原因になります。 

• 灯油容器のみたち、しっかり締めておいてください。 I 

•「トヨトミ」と刻印びあります。 









•11、コ I 、与」しタリり…’ w リホ y 。 〔本機の給油ロロ金〕 

1こぼれた I 灯油はよくふを取る。 

•こぼれた灯油は必ずきれいにふを取ってください。危険ですし、グづ^^^/* / J 4 V 

燃焼中に臭気を発生する原因にちな D ま孔> り 章す —^- I 

5 油タンクをセットずる。 [i — J 

•油タンクを、本体に正しく、ゆっくりとセットしてください。 1 

-お願い- 

才ート給油ポンプ（自動停止装置付）を使用ずる場台 

•市販のオート給油ポンフ（自動停止装置付）のなかには、「こぼれま栓」と干渉して、次のような不具合状態になり、 
正しく給油でさないちのびあ D まず。 

〔不具含：）1スイッチを入れると、すぐに停止してしまラ。 

(処置） •油タンクに差し込むホースのセンサー部の位置（ち向）を変える。 

• ポンプの乾電池の消耗度を確かめる。消耗していれば交換する。 

2自動停止しない。巧油びあふれてしまラ。 

(処置） • ポンプの取扱説明書にしたがって、固定具の位置を調整する。 

•上記の処置をしても正しく給油でさない場含は、直ちに撤巧を中止し、他の給ミ由ポンプ（手動式ポンプなど）を使用 
して、正しく給油してください。 









給油のしかた 



〇 


下！：！ 

^ □ 
金。油 
□い給 
□さに 
油だ単 
給く簡 
。て、。 
S めとず 
さかるま 
だ確ずり 
くをりな 
てとたに 
めこめ因 
締い締原 
になにの 
実びめ災 
確れ斜火 
は漏を、 
金油金れ 
□、□ず 
□て□は 
油し油び 
給に給金 








電池点义のしかた 


巧震自動消义装置のセツト 


燃焼筒のセツトを確認ずる 


点乂前の確認 



点火操作後、燃焼筒つまみを左ち 
に2〜3回動かし、燃焼筒び正し 
くしん調節器にセットされている 
か、しんの上にのっていないかを 
必ず確かめて < ださし、。 

燃焼中に燃焼筒つまみをさわると 
きは、ガードび高湿になっていま 
すので、指や手びガードにふれな 
いようを意してください。 



1しん調節つまみを「燃焼」の方向へゆっく 
0回す。 

•しん調節つまみを「燃焼」 

の方向（〇)にゆっくり 
完全に止まるまで回してく 
ださい（しんび上び0ま 
す)。 

2マッチや市販の点义用ライターで点乂ずる。 

•ガードを開けて、燃焼筒つ 
まみをちか左に動かしてか 
ら、持ち上げ、マッチや市 
版の点火用ライターなどを 
使ってしんに乂を着けて< 

ださい。 

•たばこ用のライターで点乂 
しないでくださし、。 

•マッチで点乂した場合は、マッチの燃えかずを、 
しん巧近や器具內に落としたり、置台の上に置か 
ないで < ださい。 

事故や义災の原因になりまず。 

3燃焼筒のセットを確認ずる。 

•火が着いたことを確認したら、 

燃焼筒つまみを左ちに2〜3 
回動かし、燃焼筒び正しくし 
ん調節器にセットされている 
か、しんの上にのっていない 
かを必ず確かめてください。 

ガードを閉じてくださし、。 

•マッチや点火用ライターで点乂したとさは、乂び 
着いたことを確認した5、しん調節つまみをみし 
だけ（点火した乂び消えなし)程嵐こ）消义の方向に 
動かしてみて、弓 I っか かりびなくスムースにしん 
び下げ6れることを確認してか5、ちラー度しん 
を上げて使巧してください。 

しん調節つまみびスムースに動かないときは、燃 
焼筒を持ち上げて、しんを完全に下げてから、点 
乂操作を始めからやり直してください。 





1 しん調節つまみを「燃焼」 

の方向へゆっくり回す。 

•しん調節つまみを「燃焼」 

の方向（〇)にゆっくり 
完全に止まるまで回してく 
ださい（しんが上がります)。 

•しん調節つまみび、止まらずに戻ってしまラ場合 
は、一旦、しん調節つまみを「緊急消义位置 J (消 
乂装置セット）▼巧の方向（グ）へ回してくだご 
し、。 「駕急消乂位置」（消火装置セット） ▼ EP まで、 
回せない場合や硬い場合は、しんにタールびつい 
ています。しんの手入れ（か5焼さクリーニング) 
または、新しいしんと交換してください。 

2点义ボタンを押ず。 

•点义ボタンを、ゆっ< 

0押して < ださい。 

(指を滑!5せないよう 
注意してくだごい。） 

3 乂が着いたことを確認ずる。 

• 乂び着いたことを確認したら、手を点乂ボタンか 
らはなしてください。 

•乂び着いた後を点火ボタンを押したままですと、 
点火ヒーターび切れることびあります。 

また、乾電池の消耗び早くなります。 

点火しにくい塌含は 

•点乂ヒーター付近から、白い煙び出て点义しない 
ときは、点义ボタンを少し戻すと点乂しやすくな 
ります。点火ヒーターのフィラメントを、しんか 
ら1〜1.日 mm 離すのが一蚕点火しやすいところ 
でず。 （13 ページ参照） 

•点乂操作をしたとさ、点乂ヒーターの赤熱び不充 
分で点火しにくい場合は、新しい乾電池〔単一あ 
乾電池2個）をご購入のラえ、交換して使用して 
<ださい。 

(日べージ I 乾醒池を転^なける I を参照） 

4火が着いたことを確認し、燃焼筒のセット 
を確認する。 

/-お願い- X 

燃焼筒のセットは必ず確認してください。 
ズレていると煙やすずび出て、室內を巧ず 
恐れびありまず。 




点火のしかた 


I 初めてお使いになるとをは、点火後、器具に巧着しているほこ0や油び測ブ 
るにおいびしますび、しばら<お使いいただけむばにおいはな<なります。 

’点火をしばらくの間は、炎び安定せず、「ポッ、ボッ、ボッ J とが兢音びします 
び、異常ではありまはん。しばらくすると炎び安定し、さびしなくなります。 


-お願い- 

使し他めや、しんの交歴、しんの臥れは、5拐をクリ-ニンク’) 
をしたときは、織職巧巧がむ待って、しんに巧分な悚由が限い 
上げられてから点义にくださし、。巧分に吸い上げ5れてい飢、が 
態で点义しまずと、点义ヒ-夕-を切邸させたりしんを傷めまず。 


♦ストーブの上ちや周囲、置台の上に、巧類や紙やマッチなど、可燃物びないことを確認してください。可燃物びあると火災のおそれびあります C 
♦ストーブび水平でを定した場所に設置してあることを確認してください。 


点义操作をする前には、おず燃焼筒び正しくしん調節器 
にセツトされているかどラか、燃焼筒つまみを左右に2〜 
3回動かして、スムースに動くことを確認してください。 


しん調節つまみを「燃焼」の方向 （ 〇)にゆつく 0止まるまで回 
しますと、巧震自動消义装置は自動的にセットされます。巧震自 
動消火装置びセットできなし Vi さは、一さしん調節つまみを「緊急 
消火位置 J (消火装置セツト)▼印の方向（グ -) へ回してください。 


促い口 V こ 





炎の調節のしかた 


责目阶, 

•巧の調節は、しん調節つまみを回しておこないまず。 

•しん調節つまみを回してがを調節するときは、 概 5 b 就 のイラストをよく見て、/必ず正常燃焼:伏態で使用してくださし、。 


正常燃焼のとをの炎の長さは、燃焼筒の上部より約1〜 3 cm です。 

f 巽 常 r 正常 1 常 


1 〜 3cm 


®ll ： 1111111 H 

1 削- 


しんの上ばずぞ 

_識び大さくのびている） 

ずすや一酸化炭素び多く発生する 


liiiiiSiiiSl 


正常燃焼 

憐の長さび！〜 3 cm ) 
正常燃焼 


。柳11"リ叫ぶ 

刚リ1!1丽加 IIW 


Iml 

しんの下げすぎ 

_ (燃焼筒び巧分にホ熱しない）__ 
においや一酸化炭素びをく発生ずる 



■炎の大きさは上固のように、正常燃焼が態で使用してください。 

•点火後3分程で燃焼筒び様々にホ熱します。5巧程で燃焼筒全体が赤熱します。 

•点义2〜3分後、炎が立上びってをたとき、燃焼筒つまみを持って燃焼筒を左ちに2〜3回 
動かしますと、炎び早く安定します。 

•がび安定したら、しん調節つまみを回して、正常燃焼の状態に調節してください。 


义力を弱くずる場合のま意 


•义力を弱くした場合でち、燃焼筒全体び巧分に赤熱しており、燃焼筒の中に黄火び出ない巧態で使巧してください。 
•あま〇义力を弱くしすざるとにおいや一酸化炭素びをく発生し、しんに夕ールび付着しやすくなります。 

•がの大ささは、使巧時間の経過につれて、燃焼筒の酸化、耐熱しんの劣化によってルさくなってくることびあります。 
しんをいっぱいに上げても炎び大さくならないときは、14ぺージ r 保管 I 已しんの手入れをずるの項を参照して、 
しんの手入れをしてください。 

•変質な油や不純巧油を使用してしまい、しんに夕ールび巧着したり、水を含んでしまったとをは、炎び大きくならない 
ととちに、しんの上下操作び重くなります。このよラなとさは、14ぺージ[巧管]已しんの手入れをするの頃を参 
照して、しんの手入れをしてください。 


KA 巧火位 ■ 

(巧火ち■セ/卜 


消乂のしかた 


通常の消义の場合 


しん調節つまみを、「ニオイ セー ブ消火位置」♦印まで、ゆっくりと回す。 

• しん調節つまみを「消火」の方向「〇」へ「ニオイセーブ消义拉置」•印までゆ 
っくり止まるまで回してください。（速く回ずとにおいが出やすくなりまず。） K 

消火を確認ずる。 

•においをかなくするため、3〜5分程燃焼（がび一部残る）して消火します。 

• しん調節つまみが r ニオイセープ消义」♦印の位置にあり、义び消えたことを 
必ず確認して < ださい。 


緊急の消义の場合 


(§) 緊急消火ボタンを押ず。 

•このとさは急速に消火させるため、においやすずが発生することがあります。 

しん調節つまみび r 緊急消义位置」▼印にあり、乂び消えたことを必ず確認してくださし、。 
•緊急消义ボタンを押してち、しんが下が5ず消义でさない場合は、しん調節つまみを 
回して、しんを下げてください。 

それでもしんげ下が5ない場合は、ミ由タンクを取り出し、义び消えるまで燃やしをってください。 
•時間に余裕びない場合は、ガードを開き、燃焼筒の上にコップ~杯に 00 m 《 程度)の水 
をかけて消火して < ださい。 


水をかけると水蒸気び出た0、ガラスび割れることびあります。あわててヤケドをしないよ 
うに、手袋をはめるか、手にタオルを巻くなどしてからおこなってくだごい。また、あとで 
油受けざら内の水の入った阿油を抜き、しん交換が必要です。____ 

• しんが下がらない原因は、しんに夕ールびたまっていたり、水を含んでいることがありまず 
ので、14ぺージ I 保管 I 日しんの手入れをするを参照し、しんの手入れをおこなうわ、、 
新しいしんに交換してください。 


i 肖火 



ぶな泪*广) 

‘ ••、心 









♦こぼれたり、たまった0、にじんだ 
油はされいにみを取ってください。 
♦油タンクの給油□口金の、弁部 
などにはさまっているごみなど 
を、取り除いてください。 


• しん調節つまみび r 緊急消义位置」▼印に戻らない 
攝含は、しん、感震部の項の点横をしてください。 

• 販売庭に修理を巧頼してくださし、。 


•お買上げの販売店に相談して、新しいが筒（ガラ 
ス）に交換してください。 


_ _ 処置方法 

•13 ぺージの I 点义ヒーターの交換のしかた I の1〜4項 
を参照して本体を取りは グ;声^^ 

ずし、置台と油受けざら 
の隙間（特にしん案巧筒の 

下部）のほこり、ごみなど クっ— I 

を取り除いてください。 iu . 

電気掃除機で吸い取るの 
を効果のです。 〜 


点検箇所 
ほこ0 

燃焼用空気 
取入れ部 
(しん案內筒 
下部） 


__^立互を 

>反射板や置台にほこりがたまっていませんか。 
前板の下の隙間に紙、ビニールなどび入りこん 
でいませんか。 

[異常燃焼や乂災の原因になりまず] 


対震自動 
消义装置 


I しん調節つまみを回してしんを上げてから、置 
台をゆすると、巧震自動消义装置び作動し、そ 
のとさしんが下びり、しん調節つまみび「緊急 
消火位置」▼巧の位置に戻りますか。 

[確実に消义することを確認] 


•欠けたり、割れたりしていませんか。 
[異常燃焼の原因になります] 


* 油び漏れている場合は、すぐに使用をやめ、お買 
上げの販売店に修理を巧頼してください。 


■油漏れはありませんか。 
[火災の原因になります] 


油漏れ 


* 油タンク、油受けざら、置台の表面に、油びこ 
ぼれたり、たまったり、にじんでいませんか。 
[火災の原因になります] 


油こぼれ 
油たまり 
油にじみ 


♦常に整理、掃除をし可燃物をス I -ーブの周囲に置 
かないで < ださい。 


点お内容 _ 

•ストーブの周囲に可燃物や障富物びあ0ませんか。 
[火災の原因になります] 


•ストーフを消义し、本化の温度び巧分に下びってか 5 おこなってくださし、。 
•手をけがしないように手袋をはめておこなってください。 

■巧瘦自動消义装置の取りはずし、分解はおこなわないでください。 

* 必ず乾電池を、電池ケースか 5 取りはずしてか 6 おこなってください。 


点検•手入れのしかた 


点檢-手入れ 


•巧震自動消义装置は、ストーブ本体が地震（震度約已 L ソ上）や強い振動、衝撃を受けたとを、乂災などのを険を防ぐた 
めに自動的に消义させるま全装置でず。 

•地麗によって作動した場合は、周囲の可燃物がたおれていないか、機器の損傷はないか、油びこぼれていないかなど 
異常がないことを確認した後、毎点火してください。 


♦通常の使用時には、しん調節つまみを回して消火してください。消乂の都度に巧震自動消乂装置を作動させますと、臭 
気び発生します。 

* ストーブを持ち運んだり、ずらしたり、掃除するとさなどは、しん調節つまみで消火した後、緊急消义ボタンを巧し 
て巧震自動消火装置を作動させ、しんを完全に下げてからおこなってください。 

* ストーブを長い間使用しないときは、巧震自動消火装置を作動させて、しんを完全に下げた状態にしておいてくださ 
し、。セットしたまま放置しますと、巧震自動消乂装置の寿命に悪影響をあたえます。 

■ふさこぼれやすい牛乳-鍋物の煮たを（イ呆温）などに、ス I -ーブを絶対に使用しないでください。 

•しんにタールび付着して固くなっていたり、かを含んでいると、しんの上下操作び重くなり、巧震自動消乂装置び作 
動してち消乂性能が著しく悪くなり、义災の原因になります。 


巧震自動消乂装置 


消火後、約5分間は再点义しないでください。賺敲说えないうちにしんを上ばると、をガスび猫し、激しい臭気びでたり、点义しないことびあります。 


消乂後再点乂ずるとをの注意 


使いかた 一 お手入れ•保管 
















-于八イ 


点検-手入れのしかた 


fs 箇巧に111 


点検箇所 
乾電池 

点 火 

ヒーター 


_ 点検內容 

•点火ヒーターのフィラメントは巧分赤くなってしほすか。 
[乾電池の消耗度を点検] 


•点火しない、あるいは、点火しに<くありませ 
んか。 

[点火ヒーター-点火ヒーター位置を点横] 


I 

点义ヒーター 

^- \ 



燃焼筒 


感霖部 


•感震部にごみの付着 
や錯はありませんか。 


巧震自動消乂装置び 
正しく作動しません 



f 1年に1回 i 


点検箇所 


点义装置 


_ 点検内容 

• 点义装置の作動はスムースですか。 

[点乂不良の原因になります] 

• 点乂扉の閉まりは隙間なく確実ですか。 
[異常燃焼の原因にな I 点乂なつん 

ります] =— W 4： r ~ ^ 



I 燃焼筒の細かい巧に燃えかすや、すすび付着し 
ていませんか。[異常燃焼の原因にな0ます。] 


I しんの先端にタールが付着して、固<なってい 
ませんか。 


しんにタールび付着していると、巧のよラな 
不具合が発生します。 


•消义操作をしてち、しんび下がらず、消义しなし、。 
•しん調節つまみの操作び重く、スムースに 
でさない。 

•巧震自動消火装置び自動でセットされず、 
しんが上が5ない。 

•点乂操作をしてち、点乂しない。 

•燃焼商び赤熱しなかったり、燃焼中ににお 
いがする。 


•赤熱不足の場合は、新しい乾電池に交換してくだ 
さい。 

•点义ヒーターのフィラ;^ント バタ， 

び変おしている場合は、必ず ^こ互<^// 
電池ケースから乾電池をあい / 

てマッチ棒などで、図のよう 一ーノ I / 

に軽く修正してください。 少斗 Ij / 

•点义ヒーターの位置が悪い場をは13ページ 
^ ターに因の調節の しかた I を養照して、調節して 
<ださい。 

•変形がひどし、ものや、斷線している場台は1己ページ 

r 点义ヒーターの交換のしかた1 を参照して、新し 
い点火ヒーターと交換してください。 


•ブラシなどを使って、燃えかすや、すすを取り除 
を、きれいに掃除してください。 


• タールび付着している場合は、14ページ L 保管 I 
己しんの手入れをするに従ってしんの手入れを 
おこなつてくだごい。 


ぐ -お願い- N 

•しんの手入れは、風びあたる場巧ではおこな 
ねないでくださし、。 

•しんの手入れ中はにおいがしますので、部屋 
の換気をしてください。 

• しんの手入れをおこなつてち効果のない場合 
は、新しいしんに交換してください。 

V ノ 


•ごみやほこりは、やわらかい布でされいにふを取 
つて < ださし、。 

•鐘びを量に発生している場合は、お買上げの販売 
店に修理を依頼してください。 



’鐘び多いをのや、巧れび 
取れず作動び悪い場合は 
お買上げの販売店に修理 
を依頼して < ださい。 


定期点検のおずずめ （2 シーズンに1回） 


I 長期間ご使巧になりますと、機器の点検び必要です。2年に1回程度、シースン終了後などに、お買上げ店、また 
は、修理資格者[(財）日本石油燃焼機器保守協会 (TE し 03-3499-2928) でおこなう技術管理講習会修了ち(石油 
機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼されることをおすすめします。 


•点火装置に付着したごみやほこりは、防鐘漓滑剤 
(CRC など）をかけてから、されいな巧で軽くふを 
取ってくださし、。 

13ベージ I 点火ヒ~夕一の交換のしかた I の1頂か 
ら4項を参照して本体を 

取りはずしてから手入れみ打ん^ 


をして<ださい C 


11 















故陪-異帯の巧ガけり Tc と処置万法-修理を依頼される前に- 


/ 

故 

睛 

異 

常 

箇 

所 

現 款 
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処置ち法 


しんの出過ぎ。 



〇 








しんを下げて、がを調節ずる。 


しんの出ががない。 

〇 

〇 

__1 






〇 


しんの高さを調節ずる。 

新しいしんと交換する。 

し 

ん 

しんに水を含んでいる。又は;'由受け 
ざ6巧にかが入っている。 

〇 

〇 





〇 

〇 

〇 


しん調節器か！3しんをはずしてよく 
乾燥してか5しん調節器に取り付け 
る。油受けざ5内の水を抜く。 


しんにタールがついている。 

〇 

〇 


1 



1 

〇 

〇 

1 

しんの手入れをする。または、新し 
いしんと交換ずる。 

油受けざ5、油タンク内の灯油を正 
常な灯油に交換する。 


燃焼筒がしんの上にのっている。 


1 

日 

1 

1 

日 

日 

1 

1 

1 

点火してか6必ず燃焼筒つまみを持 
つこ左右1し吕〜3回動かす。 

燃 

焼 

燃焼筒の変形。 


1 

B 

1 

1 

B 

1 

1 

1 


燃焼筒がをおしていないかを確かめ 

変あしてしぶ場合は販売店に連絡する。 

筒 

しん調節器と燃焼筒との間にずき間 
がある。 


1 

B 

1 

1 

B 

1 

1 

1 


しん調節器の上面にタールげついて 
いないか。又は燃焼筒下部にす揃い 
びないかを調べる。 


が筒（ガラス）にひびや割れがある。 


■ 

因 

国 

因 

因 

■ 

■ 

1 


夕'!■筒（ガラス）を交換する。 

燃 

料 

な油げ変質している。（汚れた油やポリ 
容器で1年間持ち越した油など） 

〇 

日 

1 

B 

1 

1 

〇 

〇 

〇 


しんにタールがつく原因となるので 
正常な灯油に交換ずる。 

な油が水やごみを含んでいる。 

乌 


■ 

■ 

■ 

■ 

〇 

〇 

〇 

■ 

正常な灯油に交換ずる。 

禮 

油 

P 

P 

を 

給油□口金が間違っている。 

〇 

1 

1 

1 

1 

1 

1 


1 

1 


乾 

乾電池が消耗している。 

因 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

1 

国 


池 


因 


■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

■ 

〇 


点 

义 

装 


1 


S 

1 

1 

B 

1 


1 

1 


点火装置のコードがはずれている。 

B 

■ 

1 

1 

1 

1 

1 




コードげはずれていると舌は正しく差 
し込む。その化は販売店に連絡ずる。 

置 

点火装置がシヨート(短撒している。 











シヨートしないよ弓に直す。 

不明のときは販売店に連絡ずる。 

点 

义 

ヒ 

点火ヒーターのフィラメントの形状 
が正常でない。切れている。 

〇 










1 1ぺージ 1 点义ヒーター 1 ぞ参昭して TF 
しく直ず。点义ヒーターを交換ずる。 

1 

夕 

1 

点火ヒーターの位置が悪い。 

〇 

1 










点火ヒーター位置を正しく直す。 
(13 ぺージ参照） 

置 

台 

製品内部に、ほこり、ごみがたまつ 
ている。 

」 



■ 

■ 

■ 

■ 




製品內部を掃隙ずる。 

(1 日ぺージ参照） 


• この表於がの不具合びあるとさは、お買上げの販売店にご相談ください。 


お手入れ•保管 


近 

















































邵品交換のしびた 



•点乂性能は点火ヒーターのフィラメントとしんの距離び'!〜1后 mm のと 


♦替えしん、外筒（ガラス)、燃焼筒などの交換部品び必要な場合は、お買上げの販売店にご相談ください。 
•部品び販売恩こない場合は、別紙の I お客様相談窓□-覧 1 までお問い合わせください。 


しんの交換のしかた 


JIS 適合検査合格品はこのマークび 
おつてあ D ます。マークの色彩は、 
白地に赤インクで表示さむています。 


I 燃焼筒の交換のしかた 


乾電池の交換のしかた 


• 日ページ [ を里池を取り拙)る I を参照して、必ず2個とも巿販の新しい乾電池〔単一お乾電池〕に交換してください。 
•取りはずしたちい乾霞池は表示してある使用推奨期限内は、電池能力び残っていれば他の製品に使巧でさますので、 
再利用されることをおすすめします。 


点乂ヒーターの交換のしかた 


4 本体の両側面と背面にある 

止めねじ （3 本）を、左に回 I 放 
して取りはずしてくださし、。夕^? 

本体を前ちに傾けなび!5、灣1て 
ゆっくりと上方に持ち上げ ' 又:ピ1。||ぶ 

て取0はずして < ださい。 '' 

5点かヒーターを押しつけながら回して取りはずしてください。 
新しい点火ヒーターの凸部をヒーターホルダーの 
角を通すように入れたら、押しつけながら回して、 
点火ヒーターの凸部を、ヒ 
-夕ーホルダーの溝の凹部一一^ 
にはめ込んでください。 


•点义ヒーターのフィラメント Vv 
に、指を關れて変おさせないす^'^^^^ V 
よラにミち意してください。 \ \ ^ 

g 1〜4の逆の手順で本体を組み巧けてから点火操作をして、 
スムースに点火し、正常に燃堯ずることを確認してください。 


点乂ヒーター位置の調節のしかた 


トヨストーブ純正適合しん 


しんの交換ち法-ま意内容は、 
耐熱しんに添付されている取 
巧説明書をお読み < ださい。 


燃焼筒の内が筒•が炎筒などが変形した場合や、が筒(ガラス)び割れたりした場合は、お買 
上げの販売店、または別紙の畜口一臭1までお問い合わせください。 


♦点义ヒーターの交換をずるとをは、必ず乾電池を電池ケースか5取りはずしてください。 
乾電池を入れたままおこないまずと、やけどをすることびあります。 


きび最も点义しやすくなります。上記 I 点乂ヒーターの交換のしかた I 
の！〜4項を参照して、本体を取りはずし、点火アームにある突起をラ 
ジオペンチなどで巧げて距離を調節してください。 

調整後は、スムースに作動ずるか、確実に点火扉が閉まることを確認 
してください。 （11 ぺージ参照） 


• , >,>>•< , _*r_ 
フィラメント 

Si 


3 「しん調節つまみ j を 
W 引き抜いてください。 


2 「緊急消义ボタン」を 
^巧して、消火装置を作 
動させてから、ガード 
を開いて、燃焼筒を取 
0出して < ださい。 


A 注意 


しんなどの交換部品は、必ずトヨストーブ純正部品（指定部品）を使用してください。 
純正部品を使巧しないと、ストーブの性能を損なラばかりでなく、故障や予想しない 
事故が発生するおそれがありまず。 


部品交換のとをのを意 


•ご自分で部品交換される場合は、下記の項目を守り、やけどやけびなどしないようを意しておこなって < ださし、。 

① 手をやけどしないように、ス I — ブは消乂し、温度が充分下びるまで待ってください。 

② 乾電池は必ず電池ケースからはずしてください。 

⑤手をけがしないように、手袋をはめてください。 

•不完全な修理はを険です。お買上げの販売店か、（財）曰本石油燃焼機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者 
(石油機器技術管巧±)などのいる販売店で修理依頼されることをおすずめします。 


油タンクと電池 
ケースから乾電 
池を、取り出し 
てください。 









株官ち期間1史用しない場 nJ 


油タンク巧のな油を抜き取る。 //た一油受け 

ストーブから油タンクを取り出し、市販の給油ポンプ(手動式)で、油夕 )片ぐ ^ — 

ンク内の灯油を巧き取ってください。 m ■ - — ^ 

•ねずかに残ったな油は、油タンクに給油□□金を取り付け、油受けを本体の中か CO P _ ^ 

ら取り出して給油□□金に巧し当て、油タンクを上下にゆすって巧いてください。\ 7 P パ々 

油受けざ5内のなミ由を抜き取る。 ° A ^ 

13ぺージ I 点乂ヒーターのな換のしか た I の！〜 4 頂を蕃腸して本化をおりはずし.油受けを取 峰■由里!!プ 

り出してから、油受けざ6內のな油を市販の給油ポンプ(手動式)でおを取ってください。 

•油タンク、油受けざらに水やごみび残ったまま保管すると、鐘や巧あきの原因になり 乂 

ます。きれいな'灯油ですすざ洗いをしてください。巧った巧油は、布切れなどで吸い iN 

取ってください。 U - 

本体を元通りに組付け、燃焼筒をしん調節器の上に正しくのせてください。 ^—4 ^ 

灯油を抜いた油タンクを本体にセットしまず。ラシィ ム ー、'■一 dl 巧 

し瓦を手入れを-する。—(方ち焼きかン—夕 )- 心^ V / f -お願い- 

通常使用時にし んび下びらなくなったとをにも巧ってくださし、。 I \ ^ •しんの手入れは、風があたる場 

•しんの先端び固くなっているときは、ラジオペンチな C—Aia 巧ではおこなねないでくだ立い。 

どで固い部分を軽くつぶしてからおこなってください。^ f ^ Ec ： •しんの手入れ中はにおいがしま 
•巧震自動消火装置び自動でセットされないで、しんび下ずので、部屋の換気をおこなっ 
びってしまラ場合は、一さ、しん調節つまみを緊急消乂 I てください。 

位置（消火装置セット）▼印!（グ）まで回してくださし、《パ^^*^^ ^- 

①通常の点火操作をして、正しく燃焼させてください。 

霞火力びルさくなつた5、しんを一杯に上げて自然に消火するまで燃やしきってください。 

電池ケースわ、5乾電池を取りはずす。 ( - お願い - 

巧震自動ミ肖燃置を作動させる。 •辨 f 認 P 常た?.爱 E 

対震自動消火装置を鶴させ、しんを下げた状態にしてくださし、。 含諸學-論詩7 拐 段 

点検、掃梯をずる。 ^ - 

①1日べージの 手天れの-しかた I の項目にしたがって、点検、手入れ、掃除をおこなってください。 


-お願し、- 

•しんの手入れは、風があたる場 
巧ではおこなわないでくださし、。 
•しんの手入れ中はにおいがしま 
ずので、部屋の換気をおこなつ 
てくださし、。 


⑤ストーブの各部品は、よく掃除して、いたんでいるちのは新しいをの 
に交換してください。 

③ストーブ本がの巧れは、めれた巧でふいて落とし、乾いた巧で水気を 
取り隙いてください。 

収納する。 

包装箱に入れて、湿気の少ない塌所に保管してください。 
r 取扱説明書」や「保証書」を忘れずに大切に保管してください。 


-お願し、- 

I 高温を湿、直射日光の当たる場 
巧には、保管しないでください。 
鐘が出たり、樹脂部品び変おず 
る原因になります。 

I 油タンクは灯油を巧を、本体に 
セットして巧營して<ださい。 


型式の呼び 


点火ち式 

点火ヒーター 

使用燃 料_ 
燃料消費量 
暖房出力 
油タンク 容量 
燃焼継続時間 


RS -237 

自然通気形 開放式石油ストーブ 
しん 式-放射お _ 
電池点火[単一お乾電 池 g 個 . 別売] 
商品 コード11027112 
_ 品番1己31 日日 3 日 14 
な油 （ J IS 1 号） 

0.219 L/h 
吕 .25 kW 
3.6 L 


RS -237 

_ 44已 mm _ 

_ 422 mm ___ 

_ 330 mm 

__ 約を ろ k 呂 

_普通筒しん _ 

トヨ耐熱しん第 129種 ^ 

_ 65 mm _ 

_ 2.5 mm _ 

13已％ 

対震自動消乂装置(しん降下式) 


本ページ r 探管（長期間使用しない場合の の1〜吕頂を参照して、油タンク、油受けざら巧の灯油を抜き取り、電池ケ 
ースから乾電池を取りはずして廃棄してください。 


廃棄ずるとを 


♦'灯油は、変質を防ぐため、型シーズンに持ち越さない（使いまる）ようにしてください。 

♦取りはずした乾電池は表示してある使用推奨期限巧は電池能力び残っていれば他の製品に使用でさますので、巧利用 
されることをおすすめします。 


345 


67 8 


お手入れ•保管 






アフター ヴー ビス 


保証について 


• 添付しております保詔書は版売店で所定事項を記入してお渡ししまずのでお受け取りください。記載內容をご確認の 
ラえ大切に保管してください。 

★保証期間は、お買上げの日より1年間です。 

ぐ -お願い- X 

つぎのような原因による故障および事故につきましては、保証の対象となりませんのでごま意ください。 

(1) 変質丹油や不純な油など、また灯油な外の燃料を使用したための故障や事故。 

(2) ほこりや巧れなど、手入れのゆきとどかないためにおこった故障や事故。 

(3) 純正部品しが4のをのを使用したり、しんに夕ールび付着した0、水を吸ったり、乾電池の電圧不足によるお障。 

(4) 消韩部品（乾電池、しん）の故障。 

( 日）この取扱説明書や、ミち意書、ラベル類による指示、危険-蓄普-注意-お願い事項が守られず I 誤った使いちをされ 
た場合の故障や事故。 

•その他詳細な保証内容については、保証書の記載内容をご覧ください。 

___ _ _ y 


修理を依頼するとき 


• r 故障-異常の見分けかたと処置ち法」 （1 2ぺージ）に従って、お調べください。 

直らないとさは、ご使用を中止し、必ずお買上げの版売店にご連絡ください。 

•ご連絡いただをたい内容は次の適0です。 

①晶を-’’石油ストーブ（自然通気お開放式石油ストープ） 

③型式の呼び.-. RS -237 

③ お買上げ年月日 

④ 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、里話番号 

•修理に隙しましては、保誰書をご提示<ださい。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただをまず。 
■ 保証期間び過ざていてを、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただをます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


補修用性能部品について 


♦石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後6年です。 
■補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必夏な部品です。 


• 修理の際の連絡先 


アフターサービスについてわからない場合は、お買上げの販売店、または、をよりの I お客様キ目談窓□—廣1 (別紙参照) 
までお問い合わせください。 


お客様へ…おぼえのために iS 入されると便利でず。 


r 

型 式 

RS -237 

お質上げ年月日 

年 月 0 ' 

お貿上げ店名 

V 

(電話番号） （ ） 一 

ノ 


株式舎社卜3トミ 

本 社名ち屋巿瑞穂区桃園町曰番17号 
干 467-08 日曰 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


ICi |5 JB a なすされトヨトミは巧遇巧頂の一巧としてこの取扱巧巧阱まち生巧を怔巧してし巧す。 

A か t ルプだら《 1 tt さホ巧レてい J 3 









